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コ
ス
ト
競
争
に
対
応

メ
ー
カ
ー
機
能
強
化

品
質
管
理
が
重
要
に

中
国
で
追
加
課
税
か

リン鉱石

化
合
物
の
上
げ
圧
力
に

湖
北
省

で
１０
％

プ
リ
ン
テ
ッ
ド
・
エ
レ
ク
ト
ロ
用
イ
ン
キ

連
続
１０００
枚
印
刷
可
能

Ｄ
Ｉ
Ｃ
、フ
ォ
ト
リ
ソ
代
替

三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
Ｍ
Ｃ
Ｈ
Ｃ
）
は
、

早
期
に
シ
ナ
ジ
ー
が
期
待
で

き
る
領
域
を
対
象
に
４
事
業

会
社
社
長
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、

グ
ル
ー
プ
全
体
の
戦
略
立
案

・
遂
行
や
事
業
運
営
の
指
導

・
助
言
を
行
う
。
炭
素
繊
維

・
複
合
材
料
で
は
三
菱
レ
イ

ヨ
ン
の
越
智
仁
社
長
が
ミ
ッ

シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
。
昨
年
９
月
に
は
Ｍ
Ｃ
Ｈ

Ｃ
に
「
炭
素
繊
維
コ
ン
ポ
ジ

ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設

置
し
て
い
る
。

三
菱
レ
イ
ヨ
ン
は
需
要
拡

大
が
見
込
め
る
圧
力
容
器
、

風
力
発
電
機
翼
、
自
動
車
を

対
象
に
加
工
メ
ー
カ
ー
、
部

品
メ
ー
カ
ー
と
の
提
携
を
進

め
る
。

圧
力
容
器
は
東
南
ア
ジ
ア

や
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
燃
料

電
池
自
動
車
向
け
の
需
要
拡

大
が
見
込
ま
れ
、
年
率
２
〜

３
割
の
成
長
が
期
待
さ
れ

る
。
今
後
、
走
行
距
離
の
長

距
離
化
や
燃
料
と
な
る
水
素

の
容
量
を
増
や
す
た
め
、
ガ

ス
の
高
圧
化
、
容
器
の
大
型

化
が
進
む
。
現
状
は
鉄
製
が

主
流
だ
が
、
軽
量
化
に
よ
る

燃
費
向
上
や
錆
防
止
の
た
め

炭
素
繊
維
に
対
す
る
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
。
圧
力
容

器
メ
ー
カ
ー
と
の
合
弁
を
年

内
に
も
立
ち
上
げ
、
来
年
初

め
の
生
産
開
始
を
予
定
し
て

い
る
。

風
力
発
電
機
翼
で
は
海
外

メ
ー
カ
ー
と
の
合
弁
設
立
を

検
討
し
て
い
る
。
風
力
発
電

機
は
洋
上
へ
の
設
置
な
ど
に

よ
り
大
型
化
が
進
む
た
め
、

ガ
ラ
ス
繊
維
か
ら
炭
素
繊
維

へ
の
移
行
が
見
込
ま
れ
る
。

こ
の
海
外
メ
ー
カ
ー
は
従
来

の
翼
の
作
り
方
と
は
ま
っ
た

く
異
な
る
特
殊
技
術
を
持

つ
。
年
内
ま
た
は
年
度
内
に

も
新
規
合
弁
と
タ
ー
ビ
ン
メ

ー
カ
ー
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

契
約
を
目
指
す
。

す
で
に
自
動
車
分
野
で
は

昨
年
１１
月
１
日
付
で
炭
素
繊

維
複
合
材
料
（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）

部
品
の
成
形
を
手
掛
け
る
チ

ャ
レ
ン
ヂ
（
埼
玉
県
狭
山
市
）

を
買
収
し
子
会
社
化
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ヂ
を
ハ
イ
サ
イ
ク

ル
成
形
が
可
能
な
「
Ｐ
Ｃ
Ｍ

工
法
」
に
よ
る
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
部

品
の
開
発
・
生
産
拠
点
と
位

置
付
け
、
今
秋
に
も
生
産
を

開
始
す
る
。
ま
た
、
同
時
期

に
炭
素
繊
維
多
軸
フ
ァ
ブ
リ

ッ
ク
メ
ー
カ
ー
の
独
Ｔ
Ｋ
イ

ン
ダ
ス
リ
ー
ズ
も
買
収
。
三

菱
レ
イ
ヨ
ン
の
ラ
ー
ジ
ト
ウ

を
適
用
し
自
動
車
用
途
に
最

適
な
中
間
基
材
の
開
発
を
推

進
す
る
。

医
薬
品
原
料
商
社
や
化
学
品

商
社
は
、
医
薬
原
体
（
Ａ
Ｐ

Ｉ
）
ビ
ジ
ネ
ス
を
相
次
い
で
強

化
、後
発
薬
（
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
）

分
野
を
中
心
に
投
資
を
活
発
化

し
て
い
る
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
製

剤
の
使
用
促
進
政
策
の
推
進
を

背
景
に
、
海
外
Ａ
Ｐ
Ｉ
メ
ー
カ

ー
と
の
提
携
を
は
じ
め
品
質
管

理
体
制
の
強
化
、
メ
ー
カ
ー
機

能
の
拡
充
な
ど
に
取
り
組
む
。

「
低
価
格
・
高
品
質
・
安
定
供

給
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
研
究

製
造
業
務
受
託
サ
ー
ビ
ス
（
Ｃ

Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｓ
）、
輸
出
や
三
国
間

貿
易
な
ど
事
業
領
域
を
広
げ
な

が
ら
存
在
感
を
高
め
つ
つ
あ

る
。厚

生
労
働
省
が
推
進
す
る
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
後
押

し
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
シ
ェ

ア
は
５
年
前
の
１６
％
台
（
数
量

ベ
ー
ス
）
か
ら
２
０
１
２
年
末

に
は
２６
・
１
％
（
日
本
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
製
薬
協
会
調
べ
）
に
拡

大
。
今
後
５
年
間
の
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
で
は
シ
ェ
ア
６０
％
（
新
指

標
）
に
引
き
上
げ
る
利
用
促
進

策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

コ
ー
ア
商
事
の
首
藤
利
幸
社

長
は
「
数
量
ベ
ー
ス
で
倍
増
す

る
な
ど
高
い
成
長
が
見
込
ま

れ
、
金
額
で
も
２
ケ
タ
の
伸
び

が
期
待
で
き
る
。
し
か
し
、
コ

ス
ト
競
争
は
激
化
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
量
産
品
で
な
い
と
太
刀

打
ち
で
き
な
い
」
と
輸
入
Ａ
Ｐ

Ｉ
の
必
要
性
を
説
く
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
イ
ン
ド
有
力
メ

ー
カ
ー
２
社
と
Ｎ
Ｄ
Ａ
（
秘
密

保
持
契
約
）
を
締

結
し
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
開
始
。

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

新
薬
向
け
の
ほ

か
、
複
数
購
買
化

を
に
ら
ん
だ
第

２
、
第
３
ソ
ー
ス

や
先
発
薬
Ａ
Ｐ
Ｉ

切
り
替
え
案
件
な
ど
視
野
に
攻

勢
を
か
け
る
」
と
し
て
年
間
６

品
目
以
上
を
狙
う
。
エ
ア
・
ブ

ラ
ウ
ン
は
イ
ン
ド
の
オ
ー
ロ
ビ

ン
ド
・
フ
ァ
ー
マ
と
販
売
提
携

し
た
ほ
か
、
三
洋
貿
易
は
米
国

ア
セ
ト
と
提
携
し
市
場
開
拓
を

推
進
中
だ
。

カ
ネ
ダ
は
都
内
に
建
設
し
た

品
質
管
理
棟
を
活
用
し
、
抗
が

ん
剤
な
ど
高
薬
理
活
性
原
薬
を

主
眼
に
差
別
化
戦
略
を
展
開
。

医
薬
中
間
体
や
受
託
製
造
な
ど

実
績
を
積
み
上
げ
る
長
瀬
産

業
、
中
国
展
開
に
強
み
を
有
す

る
ハ
イ
ケ
ム
、
伊
子
会
社
の
プ

ロ
コ
ス
を
足
掛
か
り
と
す
る
Ｃ

Ｂ
Ｃ
な
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
生
か
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
す

る
。
総
合
商
社
で
は
グ
ロ
ー
バ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
み
に
、

双
日
や
住
商
フ
ァ
ー
マ
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
伊
藤
忠
ケ
ミ

カ
ル
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
名

乗
り
を
上
げ
て
い
る
。

メ
ー
カ
ー
機
能
を
武
器
に
製

販
両
面
で
展
開
す
る
の
は
イ
ワ

キ
。
岩
城
製
薬
が
持
つ
技
術
を

活
用
、
国
内
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
メ

ー
カ
ー
に
Ａ
Ｐ
Ｉ
販
売
を
手
掛

け
る
。
イ
ン
ド
の
グ
レ
ン
マ
ー

ク
・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
と
提
携

し
、
品
揃
え
を
大
幅
に
拡
充
し

た
。
三
谷
産
業
は
日
医
工
と
合

弁
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ァ
ー
マ
）

を
設
立
し
今
期
中
に
相
模
化
成

・
町
田
事
業
所
と
富
山
工
場
に

次
い
で
富
山
市
八
尾
町
に
第
３

拠
点
を
新
設
す
る
。
ダ
イ
ト
は

富
山
市
八
日
町
の
本
社
工
場
第

５
原
薬
棟
の
増
設
（
量
産
３
ラ

イ
ン
）
が
完
了
し
た
。

コ
ー
ア
商
事
は
包
装
工
場
を

建
設
中
の
ほ
か
、
注
射
薬
や
一

般
薬
（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
）
メ
ー
カ
ー
と

の
資
本
提
携
を
強
化
。
グ
ル
ー

プ
一
体
化
運
営
を
推
進
し
、
Ａ

Ｐ
Ｉ
か
ら
製
剤
輸
入
、
剤
形
変

更
や
包
装
ま
で
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
体
制
構
築
を
急

ぐ
。輸

入
Ａ
Ｐ
Ｉ
ビ
ジ
ネ
ス
で
は

品
質
管
理
・
品
質
保
証
体
制
の

拡
充
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
、
韓
国
Ａ
Ｐ
Ｉ
メ
ー
カ
ー

２
社
が
Ｇ
Ｍ
Ｐ
不
適
合
の
事
態

と
な
り
、
国
内
製
薬
メ
ー
カ
ー

は
販
売
停
止
に
追
い
込
ま
れ

た
。
こ
れ
を
機
に
、
輸
入
Ａ
Ｐ

Ｉ
を
扱
う
専
門
商
社
各
社
で
は

査
察
ス
タ
ッ
フ
の
増
員
な
ど
査

察
体
制
の
見
直
し
・
拡
充
に
着

手
し
て
お
り
、
品
質
管
理
面
で

も
そ
の
役
割
は
重
要
性
を
増
し

て
い
る
。

三
菱
レ
イ
ヨ
ン
は
、
炭
素
繊
維
・
複
合

材
料
事
業
の
川
下
展
開
を
加
速
す
る
。
需

要
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
圧
力
容
器
、
風
力

発
電
機
翼
（
ブ
レ
ー
ド
）
の
２
分
野
で
年

内
を
め
ど
に
合
弁
会
社
を
立
ち
上
げ
る
計

画
。
風
力
発
電
機
翼
の
合
弁
で
は
タ
ー
ビ

ン
メ
ー
カ
ー
と
の
提
携
も
視
野
に
入
れ
て

い
る
。
自
動
車
分
野
で
も
国
内
外
メ
ー
カ

ー
を
相
次
い
で
買
収
す
る
な
ど
、
同
事
業

の
川
中
・
川
下
展
開
を
強
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
戦
略
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
同
事
業
の
付
加
価
値
を

高
め
る
と
と
も
に
、
成
長
領
域
の
需
要
を

早
期
に
取
り
込
み
た
い
考
え
。

自動車用ではゴム代替を促進し新
市場を創出する一方、非自動車用の

市場も開拓する。新設のタイ工場ではア
ジア市場を対象に、自動車用のほか建材
用や日用品向けも供給。自動車を中心に
好調が続いている北米工場（写真）では
来秋のライン増設から２～３年かけて生
産能力を２．５倍に規模を拡大する。リサイ
クル可能で加硫不要、比重が小さいなど
の特徴を生かし事業強化を進める。

リ
ン
化
合
物
の
原
料
と
な

る
リ
ン
鉱
石
に
、
中
国
で
新

た
な
課
税
制
度
が
設
け
ら
れ

る
動
き
が
出
て
き
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
湖
北
省
の
採
掘
業

者
が
、
現
地
鉱
山
で
採
れ
る

リ
ン
鉱
石
に
対
し
１０
％
の
販

売
税
（
仮
）
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
を
国
内
外
の
需
要
家
に

通
告
。
中
国
政
府
側
が
税
収

を
増
や
し
て
採
掘
業
者
の
管

理
を
強
化
す
る
こ
と
が
目
的

と
み
ら
れ
、
リ
ン
鉱
石
が
採

掘
さ
れ
る
他
省
に
も
同
様
の

課
税
制
度
が
波
及
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
中
国
輸
入
品
に

依
存
し
て
い
る
日
本
で
は
、

リ
ン
鉱
石
購
入
に
課
せ
ら
れ

た
新
税
制
が
リ
ン
化
合
物
価

格
の
上
げ
圧
力
と
な
る
と
み

ら
れ
る
。

中
国
で
は
自
国
内
の
リ
ン

需
要
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と

に
と
も
な
い
、
リ
ン
鉱
石
な

ど
に
重
税
を
課
し
て
採
掘
資

源
を
囲
い
込
も
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
リ
ン
鉱
石
に

は
増
値
税
１７
％
、
資
源
税
１

�
当
た
り
１５
元
、
輸
出
関
税

３５
％
と
全
地
域
共
通
の
税
金

が
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
今
回
、

リ
ン
の
主
要
な
生
産
地
域
で

あ
る
湖
北
省
で
、
鉱
石
の
購

入
の
際
に
１０
％
の
税
金
を
掛

け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

た
こ
と
を
現
地
採
掘
業
者
が

需
要
家
に
通
告
。
今
後
、
リ

ン
鉱
山
が
あ
る
他
地
域
に
も

新
規
の
課
税
制
度
を
設
け
る

動
き
が
広
が
れ
ば
、
中
国
産

リ
ン
鉱
石
価
格
の
値
上
げ
要

因
と
な
る
可
能
性
が
大
き
く

な
る
。

中
国
が
新
た
な
課
税
制
度

を
設
け
た
の
は
、
リ
ン
採
掘

関
連
企
業
が
他
国
と
比
べ
て

中
小
規
模
で
複
数
乱
立
し
て

い
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と

み
ら
れ
て
い
る
。
中
国
に
は

複
数
の
リ
ン
鉱
山
が
点
在

し
、
採
掘
企
業
は
主
に
中
小

企
業
が
占
め
て
い
る
。

一
方
、
ベ
ト
ナ
ム
や
ヨ
ル

ダ
ン
、
モ
ロ
ッ
コ
、
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
な
ど
他
の
主
産
地
で

は
リ
ン
鉱
山
が
１
拠
点
に
集

中
し
て
お
り
、
採
掘
業
者
も

現
地
最
大
手
も
し
く
は
国
有

の
企
業
が
独
占
運
営
し
て
い

る
た
め
、
各
国
政
府
が
管
理

し
や
す
い
体
制
と
な
っ
て
い

る
。
リ
ン
は
肥
料
用
途
な
ど

で
世
界
的
に
も
安
定
し
た
需

要
成
長
が
見
込
め
る
こ
と
も

あ
り
、
中
国
政
府
は
新
規
課

税
制
度
で
税
収
を
増
や
し
、

自
国
企
業
の
管
理
を
よ
り
一

層
強
化
し
て
い
く
と
み
ら
れ

て
い
る
。

ま
た
、
中
国
に
次
い
で
リ

ン
鉱
石
埋
蔵
量
が
多
い
と
み

ら
れ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
で

は
、
昨
年
末
に
欧
州
最
大
手

の
リ
ン
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
・
サ

ー
モ
フ
ォ
ス
の
倒
産
に
よ
り

同
社
と
取
引
し
て
い
た
需
要

家
が
殺
到
。
サ
ー
モ
フ
ォ
ス

が
保
有
し
て
い
た
年
産
８
万

�
に
も
及
ぶ
黄
リ
ン
の
供
給

能
力
が
消
失
し
た
こ
と
で
ベ

ト
ナ
ム
産
の
黄
リ
ン
が
買
い

あ
さ
ら
れ
て
お
り
、
現
地
の

需
給
バ
ラ
ン
ス
は
ひ
っ
迫
し

て
い
る
。
中
国
品
よ
り
１
割

程
度
安
い
と
い
わ
れ
て
い
た

値
差
も
な
く
な
り
、
供
給
不

足
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

足
元
の
黄
リ
ン
価
格
は
中

国
・
ベ
ト
ナ
ム
品
と
も
に
１

�
当
た
り
３
８
０
０
�
前
後

と
な
っ
て
お
り
、
中
国
の
生

産
減
で
高
騰
し
た
２
０
１
１

年
夏
時
点
と
ほ
ぼ
同
じ
価
格

帯
で
推
移
し
て
い
る
。
中
国

・
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
輸
入
に

依
存
し
て
い
る
日
本
で
は
、

為
替
要
因
も
相
ま
っ
て
リ
ン

価
格
の
上
げ
圧
力
が
強
ま
っ

て
い
き
そ
う
だ
。

２ 営業、開発を自前整備－日本ユニカー

５ 百貨店チャンネルの好調持続－ポーラ

６ 米エタン価格底ばい続き採算性が悪化

８ フィルム向け自動検査装置－住友電工

９ 原薬のセカンドソース確保－高田製薬

１０グループで植林活動を推進－積水化学

７ ホウ砂・ホウ酸特集

専
門
商
社
は
流
通

機
能
に
加
え
て
メ

ー
カ
ー
機
能
の
強

化
に
動
い
て
い
る

（
岩
城
製
薬
の
工

場
）

…
…
…
…
…
…
…

�…再登板した安
倍晋三首相のもと、

円安の進展や株高な

どを背景に日本経済

の再興を期待する声

が高まって

いる。これ

に対し、鹿

島石油の竹

内敬三社長

は「“再”と

いう言葉に

は不安を覚

える」という。「勝負

に勝つためには“再”

ではなく、新たな領

域、新たな仕組みで、

新たな土俵を築くこ

とが必要」。過去を取

り戻すのではなく、

「自ら新しい道を切

り開く発想を持つべ

き」と説く。

�…今後の日本産
業を考えると、意思

決定の速度が勝敗を

分けるというのが持

論。「成長期は意思決

定が多少遅れても利

益が出た。

だから、日

本人は石橋

をたたいて

渡り、意思

決定を延ば

す文化に慣

れてきた」。

しかし、成熟期には

それは大きな失敗に

つながると指摘。「大

胆な選択をスピーデ

ィーに実施しないと

世界から取り残され

るだろう」と危機感

を募らせている。

Ｄ
Ｉ
Ｃ
は
、
プ
リ
ン
テ
ッ

ド
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
用

グ
ラ
ビ
ア
オ
フ
セ
ッ
ト
イ
ン

キ
を
開
発
し
た
。
既
存
の
配

線
・
電
極
形
成
技
術
で
あ
る

フ
ォ
ト
リ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
ー
法

に
比
べ
て
低
コ
ス
ト
で
装
置

の
省
ス
ペ
ー
ス
化
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
１
０
０
枚
程

度
が
限
度
だ
っ
た
連
続
パ
タ

ー
ン
印
刷
を
１０
倍
の
１
０
０

０
枚
ま
で
増
や
し
た
。
現
在
、

サ
ン
プ
ル
ワ
ー
ク
を
進
め
て

お
り
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
や
電

子
ペ
ー
パ
ー
向
け
で
早
期
の

本
格
展
開
を
目
指
す
。

今
回
開
発
し
た
プ
リ
ン
テ

ッ
ド
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

用
イ
ン
キ
は
、
樹
脂
・
顔
料

や
合
成
・
分
散
、
レ
オ
ロ
ジ

ー
と
い
っ
た
Ｄ
Ｉ
Ｃ
の
コ
ア

技
術
を
活
用
。
高
コ
ス
ト
で

大
型
な
装
置
、
複
雑
な
プ
ロ

セ
ス
が
必
要
と
い
っ
た
既
存

の
フ
ォ
ト
リ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
ー

法
の
課
題
を
解
消
し
た
。

こ
の
新
規
イ
ン
キ
を
用
い

た
印
刷
法
で
は
、
フ
ォ
ト
リ

ソ
グ
ラ
フ
ィ
ー
法
に
比
べ
て

プ
ロ
セ
ス
・
工
程
が
少
な
く

コ
ス
ト
を
低
減
し
、
装
置
も

小
型
で
省
ス
ペ
ー
ス
化
に
寄

与
。
排
液
な
ど
も
少
な
い
こ

と
か
ら
環
境
負
荷
を
軽
減
す

る
。
印
刷
適
性
に
も
優
れ
、

１
０
０
枚
程
度
だ
っ
た
連
続

パ
タ
ー
ン
印
刷
を
１
０
０
０

枚
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
に

成
功
し
た
。

ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
法
に
比

べ
て
も
、
よ
り
微
細
な
配
線

パ
タ
ー
ン
に
対
応
。
グ
ラ
ビ

ア
オ
フ
セ
ッ
ト
に
よ
る
印
刷

画
線
で
は
線
幅
３０
�
�
ま
で

可
能
。
ま
た
、
１
２
５
度
Ｃ

で
３０
分
の
低
温
焼
成
を
実
現

し
て
お
り
、
フ
ィ
ル
ム
基
板

や
ロ
ー
ル
・
ト
ゥ
・
ロ
ー
ル

に
も
対
応
す
る
ほ
か
導
電
性

も
低
減
し
て
い
る
。

同
社
は
こ
う
し
た
特
性
を

前
面
に
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
や
電

子
ペ
ー
パ
ー
、
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
、
太
陽
電
池
な
ど
の
配
線

・
電
極
、
プ
リ
ン
テ
ッ
ド
薄

膜
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
（
Ｔ
Ｆ
Ｔ
）

素
子
向
け
に
サ
ン
プ
ル
ワ
ー

ク
を
推
進
。
既
存
の
フ
ォ
ト

リ
ソ
グ
ラ
フ
ィ
ー
法
を
代
替

す
る
技
術
と
し
て
早
期
の
本

格
展
開
を
目
指
す
。

２
・
２６
事
件
で
暗
殺
さ
れ
た
高
橋

是
清
は
、
首
相
の
ほ
か
６
度
の
大
蔵

大
臣
と
し
て
辣
腕
を
ふ
る
っ
た
。
戦

前
を
代
表
す
る
政
治
家
の
一
人
で
、

経
済
危
機
の
た
び
に
�
平
成
の
高
橋

是
清
�
待
望
論
が
湧
き
起
こ
る
▼
高

橋
是
清
の
功
績
で
忘
れ
が
ち
な
の
が

特
許
制
度
の
導
入
。
日
本
に
発
明
や
商
標
を
保
護
す
る

規
定
が
な
い
と
、
欧
米
か
ら
批
判
を
受
け
る
と
し
て
専

売
特
許
条
例
制
定
に
尽
力
し
た
。
そ
の
公
布
が
１
８
８

５
年（
明
治
１８
年
）４
月
１８
日
。特
許
庁
は
こ
の
日
を
「
発

明
の
日
」
に
制
定
、
毎
年
「
知
財
功
労
賞
」
を
表
彰
す

る
▼
化
学
は
特
許
な
ど
知
財
が
経
営
戦
略
の
中
核
と
な

る
産
業
だ
け
に
、小
泉
政
権
時
代
に
打
ち
出
さ
れ
た
「
知

的
財
産
立
国
」
へ
の
関
心
も
高
か
っ
た
。
モ
デ
ル
と
な

っ
た
の
は
米
国
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
時
代
に
優
れ
た
技
術

開
発
力
が
、
産
業
競
争
力
に
貢
献
し
て
い
な
い
と
い
う

危
機
感
を
背
景
に
国
家
戦
略
と
し
て
推
進
さ
れ
た
▼
日

本
の
大
学
も
�
論
文
よ
り
特
許
�
に
転
換
し
た
も
の

の
、
産
業
界
の
期
待
に
沿
う
質
の
高
い
特
許
は
少
な
く
、

特
許
の
維
持
コ
ス
ト
に
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
。
知
財
立

国
構
想
は
色
あ
せ
る
な
か
で
、
弁
理
士
は
急
増
し
た
。

が
、
特
許
出
願
数
は
伸
び
悩
み
、
仕
事
確
保
に
汲
々
と

す
る
▼
実
務
体
験
の
不
足
で
若
手
弁
理
士
は
自
信
喪
失

に
陥
り
が
ち
と
い
う
。弁
理
士
会
は
「
弁
理
士
育
成
塾
」

を
立
ち
上
げ
、
人
材
育
成
に
乗
り
出
す
。
弁
護
士
や
ポ

ス
ド
ク
過
剰
問
題
と
も
共
通
す
る
。
政
策
の
一
貫
性
欠

如
で
優
秀
な
若
者
を
生
か
し
き
れ
な
い
。
（
１３
・
４
・
１８
）

ＴＰＥコンパウンド強
化�リケンテクノス ３

�

圧圧
力力
容容
器器

風風
力力
発発
電電
機機
翼翼

炭炭
素素
繊繊
維維
でで
新新
規規
合合
弁弁

川
下
展
開
を
加
速

年
内
め
ど

三菱レイヨン
医
薬
原
薬
・
中
間
体

③

ビ
ジ
ネ
ス
ト
レ
ン
ド
を
読
む

専門商社が積極投資

海
外
Ａ
Ｐ
Ｉ
狙
い
業
務
拡
大
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